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高橋秀児

ガード下のドイツ居酒屋

クリニック高橋眼科

学会にモーニング（アーリーバード） 、ランチョン、

イブニングセミナーは付き物。最近ではティータイム

セミナーも登場。 11月の臨床眼科学会（日本眼科学会

総会と双壁）ではランチョンでメーカー独自のトート

バッグまで配られるありがたさ？しっかり勉強は山来

ますね。

大きな学会の東京会場といえば、やはり国際フォー

ラム。 1996年に旧都庁舎跡に光成。設計はウルグアイ

A主まれのラファエロ ・ヴィニオリ。東のガラス棟は

遅れてきたパプノレの遺産Jと榔J歯されています。

.. 
寸~

警長

え，ニ

古島
さてイブニングセミナーが終了して小腹が減り、ち

ょっと立ち寄るお店を紹介しましょう。 JR有楽町駅で
｜司際フォーラムに一番近い出11から新橋駅に向かつて

520歩のガード下に店はあります。ビアホーノレ？と去っ

ても明治32年創業の銀座7丁同のライオンほどの古さ

も広さもない。しかし落ちつける雰囲気は十分。 2人

席の墜側に座り、とりあえずはビール300mlで、卜分だ

人気＼；o.1のピットプ、ルガーピノレスにソーセージボイル

ミックス3種を追加。マスタード2種にドイツパンの

スライスが2切れ付いてくる。ソーセージを食べてい

ると、記憶の片隅に残っていたのか、教養部の独語の

プロッ ト先生を思い出した。ゆっくりと時は流れ、

人で飲みたい店でもある。 BG~1がJAZZの寿司屋もあるが、

ここで何が流れていたか、記憶がない。たかがビール

で西~~＂＇、が回ったわけで‘もあるまいが ・

ドイツ居酒屋

｜プレミアピール、 ドイツパン、 B ズツペ（豆料
理） 、ポテト料理、ピザ、ソーセージ、田舎料理
（ポテトファンクーフェン、グーラッシュ、牛肉
のビール煮込み）、ジャーマンオムレツ、ピリ辛
チキンライスなど。

《 JS・レネップ》
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11月 4日（木）

11月 5日（金）
11月 9日（火）
11月11日（木）
11月13日（土）
11月14日（日）
11月20日（土）
11月21日（日）
11月25日（木）

11月28日（日）
11月30日（火）

｜今月の医師会長 i
就学児健診 （三井小）
介護認定審査会 （アイパーク）
麻薬免許更新 （医師会事務局）
理事会 （医師会事務局）
歯科医師会との打ち合わせ（医師会事務局）
ARBフォーラム （広島）
周南医学会 ( F松）
水木元市長通夜
光市三師会旅行 （福岡）
光市社協評議会 （アイパーク）
周南3市医師会役員会 （松原屋）
国民皆保険制度を守る山口県民集会 （山口県総合保健会館）
学術講演会及び例会 （光商工会館2階大会議室）

11月の医師会活動

I . 9 （火）定例理事会
II. 25 （木）平成16年度周南三市医師会役員会
m. 30（火）学術講演会及び例会

医師会事務局
ホテル松原屋
光商工会館2階大会議室

定例理事会

議題：
:/}I.報告事項
L郡市学校保健担当理事協議会報告（10/14)

2.郡市産業保健担当理事協議会報告（10/21)

3.定例代議員会報告（10/28)

4.新潟県中越地震災害救援義援金

3万円新潟県医師会に送った。
:f: II.協議・承認事項
1. 周南三市医師会役員会について

今年は光市の受け持ち。 11月25日松原屋

2. 検診について（子宮癌、乳癌、胃癌、基本健診）
期間を7,8, 9月にしてはとしづ市からの問い合わせがあった。

資料①郡市医師会掌校保健担当理事協議会

（ 日時：平成16年10月14日午後3時～ 場所：山口県医師会館

（議題）

1. 16年度中四国学校保健担当理事連絡協議会

資料l、県医師会報参照

学校認定医について；日医としては県医師会の70%が賛成すれば正式に動き出す予定。

まだ動いていない。

結核検診について ；海外に長期滞在した人は要注意発見率は0.003%。問診だけでもツ反を

していた時期と同程度の患者が見つかっており、一定の役割は果たしている。

2. 16年度中国地区学校医大会

資料2、県医師会報参照
3.学校・地域連携推進事業について

・日医は、この制度を使って専門医（精神科その他）をコンサルタントとして派遣する事業を進めてい

くように医師会報に書いてある。

－県教育委員会は別紙の第一次募集の一覧にあるように学校から→医師、医師会、専門家に依頼

して→教員、養護教諭、生徒に対して何らかの講義をするシステムとして認識している。

以上のように制度に対する認識にずれがあり、県医師会の浜本常任理事も「私も認識がずれて考えてい

た部分があったようです。 jと話す。

・すでに何件か、医師会員の医師に依頼が行っているが、個別に依頼されているので、郡市・県医師会

は把握できていなし＼0できれば依頼の際は何らかの形で医師会を通して依頼する方向でお願いしたい。

・各医師会員には、県教育委員会の予算から、上記下線の様なシステムが本年度からできて、学校側か
3 

事

事

長

長

理

理

会

会

岡

岡

村

村

平
平
河
河



4 

光市医師会報 20⑪4.12 
ら依頼がある可能性があることを周知していただきたい。

4.学校医認定制度について

－大阪府では本年より学校医認定制度が開始され、単位取得制度や登録制度になった0

．主な目的は学校医の活性化にある。

・山口県医師会としては、単位が取れないからといって学校医を認めなし、とか定年制を導入したり

とかいう考えはなし、（浜本理事）。

資料②平成16年度郡市医師会産業保健坦当理事協議会

日時：平成16年10月21日（木）午後3時～ 場所：山口県医師会 6階会議室

労働者の健康と安全を守るために、過重労働による健康障害防止対策について協議された。平成15年

の過重労働による脳・心疾患の労災認定が310件以上、精神障害の労災認定が100件以上となった。また

自殺者3万人のうち9千人が労働者であった。以上の事実をふまえて、厚生労働省も、 この8月に過重労働

・メンタルヘルス対策の在り方に係る検討会報告書を提出してしも。

月100時間を超える時間外労働が1ヶ月行われた場合、あるいは月45時間以上の時間外労働が2～6ヶ

月行われた場合、脳・心臓疾患の発症リスクが高まる。精神疾患に関しても同様の報告がなされており、

このような場合には、産業医は速やかに面接指導することが求められている。

協議会においては、防府、宇部においていずれも大企業であるが面接が行われたと報告があった。しか

しその面接の方法、指導など未だ一定の物はなく、マニュアル作りが求められている。 占

一方、従業員が30人以下といった、中小企業では、決まった産業医もなく、面接指導も行われておらず、l. 
地域産業保健センタ）の役割は、重要性を増している。光市では月に1度の個別訪問産業保健指導が
行われているが、月にl度の健康相談窓口の方は、ほとんど利用者がない状況である。

産業医、産業保健スタッフの資質向上

衛生委員会の自主的取り組み

家族を通じたメンタルへ／レス対策を、地域と職域の連携で進める

以上の方針が示されている。
デルタ工業からは、 これらの取り組みが紹介されたが、労働環境を改善することで、企業の業績自体

が向上することがしめされた。

資料③第149田山口県医師会定例代議員会
日時：平成16年10月28日（木）午後3時～

(1）平成16年度上半期手業実施報告

(2）平成15年度決算報告

(3）日本医師会代議員会報告

場所：山口県医師会 6階会議室

(4）国民皆保険制度を守る書名活動について 一混合診療の解禁にNO一 決議文採択

決議文
政府は、構造改革の名の下に経済財政至上主義に基づく改悪を行ってきたが、今また、差別医療等に繋がる『還合診

療の解禁』を強行しようとしている。 混合診療が解禁されれば、本来、健康保険に導入すべき医学・医療の進歩による

新妓術が自費扱いにされ、自費医療費の増大を招き、一部の人しか恩恵を享受できず、国民医療の不平等を引き起こす

ことになる。

人の命は平等であり、生命と個人の尊厳を守るべき医療の世界に、経湊的な弱肉強食（市場原理）、差別医療の論理

を持ち込むことは極めて不条理であり、弱者切り捨ての政策は絶対に容認できない。また、自費医療費の増大Iま利潤追

求を毘的とした私的医療保険の参入を許し、公的医療保険が縮小・形骸化されるなど、現在、世界ーと評価されている

国民皆保険制度は崩犠し、国民に安心で良質な医療が平等に提供できなくなることは必歪である。

さらに、現在の三位一体改革の税覇移譲に伴う繍助金削減案では、国の責務で行うべき医療福祉施策が削減の対象

となっている。これは、憲法第25条に基づいて国民の健康を守るという圏の責任を紋棄する重大な問題である。全国的に

格差のない医療福祉施策を実現する保障がないままに、これを容認することは出来ない。

誰でも、いつでも、どこでも安心して平等に医療を受けられる国民皆保険制度と地媛医療を守るために、我々は次の

事項を決議し、強く要求する。

1国民皆保険制度を崩獲させる「混合診療の解禁JIこ断固反対する。

2三位一体改革に係る医療福祉施策の財源削減に断固反対する。

平成16年10月28日 第149回山口県医師会定例代議員会
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Il. 平成16年度周南三市医師会役員会

Ill. 

日目寺：平成16年11月25日（木）午後7時～ ホテル松原屋

1) 開会のことば

2）引き受け会長挨拶

3）出席役員の紹介

4）議事

1.平成17年度要望額について：
（学校医手当、予防接種、健診等出務料）

2.各医師会からの提出議案：

与~ 1
①改正結核予防法に対する医師会、行政の対応について（徳山）

②広域救急医療対策（こついて（光）

3.その他
5) 閉会のことば

6）懇親会

学術講演会・月例会
1. ミニレクチャー

~ （， ii 

「当院におけるHelicobacterPylori除菌療法の現状J

光市立光総合病院消化器内科
白石慶先生

日時 ：平成16年11月30日 （火） 19時～ 場所 ：光商て会館2階大会議室

ランソフ。ラゾーノレによるHelicobacterPylori 除菌療法は重篤な副作用もあまり見られず、胃炎、MALTlymphoma、
さらにはITP等にも有効とされている。光市立病院での治療法、成績を講演された。

lldi山 h:lrll'rI'~ lori感袋の長期経過

圃－園開閉
慢性

問・＋ニ指．胃過形成性 同町、lr 
潰箔 ボリーブ 藁S菌性リンパIt

胃炎

' 胃嬉
滑化管
以タ干の篠想

・早期胃癌に対する内視銭的粘膜切除術
(E¥IR）後宵

・ ~u菌性胃炎
・胃過影成性ポリーブ

・＂＼on-ukt・1d、spcpsia（可1・01
• G<1slro-E叩phag•al renu主diseぉe(GERI>) 

II. lヘlυzs除衡の念事量が倹射されている疾患

・特発性血小絞減少性豊E斑翁(ITP)
・鉄欠乏性貧血 ・アトピー性皮膚炎
・レイノー現象 ・乾箆
・虚血性心疾患 ・慢性事麻疹
・偏頭翁 ・食物アレルギー
・ギラン，tレー症候鰐

5 
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m. ··.~一一 一一回学術講演会 ・月例会

2.特別講演

「医療情勢と専門性を活かした病院経営j
公立八女総合病院
院長 育問問先生

昭和45年経営の危機fこ陥った際、7人の医師により立ち直った経験のある八女総合病院の現在の院長、
吉田先生の病院経営を伺った。情報獲得・戦略・システム構築など病院経営も苛然企業経営である。今後の

病院経営はKKDからEBMであると力説される吉田先生は八女総合病院の中でー醤多忙な人物で、あった。
1.病院の概要

2.基本戦略

福岡県八女・筑後保健医療園

3.病診連携充実への取り組み

21世紀へ向けた

公立八女総合病院の事業計画

1.地主義完結聖医療を自指す

2.翁診連獲の究実

自己線価70点の病院を80点、90点の病院へ！

逆紹介翠＝濠紹介.......初··~lit >< 100% 

道紹介患者＝1J11情．健倹”を算定し；t:fl者

A 

,,,, 
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病診連接の今後の課題

'2.”を活用した医療遭樺

3.ドクターフィーからホスピタルフィーへ

・急住錫特定λ健舗’E
｛平111"1011:38.a..、η.68、1..53)

．地織医畿支橿禽.

4.地域の医療ニーズに応える

家41回全信自治体病院学会・静鴎
2002年10月

臨床医学分総会推鳶演題

－ー『・・世、

福岡県八女・筑後医療固における
C型肝炎ウイルス対策

公立八女総会－~室肉持、 I\女筑後医歯車会、 J\女保健所

繕属県保健福祉錫‘、久留米大学第二肉事事曾

.渇信秀＼吉IBt車、中野崎、、織図書匹司自
河野亨品、川肉事童文へ佐函過失尽

*' 市町村野JHCV総体陽性率と肝がん死亡

＼ 帽拘‘’・
llCYllla 

．‘”・阻・ If＊＇ゐ’＇~＇人目闘方AJt>....・ ．健司B・R
-c•・~・C・．薗 ・，E・.e::, ... 》 Z人3 《恥

A愈． 1・回 341 

’‘’・
．，． ‘z_~ 2211 

‘’・・
H薗 ・曲 u 輔， 置．

＇＂“’ ．怠2・ 3日田 lJ ，， 掴 7 ，．． ・・1・
主圃園町 .... ・ ＂・ ＂・

凪$ ... ・ ・1皿~

.軍司 a・田
”’ 
・・2 制·• JS.5 時M

広畑町 ・商調． nl .. ，・ 蝿1・ ‘.. ③岨・
＂・輔 河~ ．， ，， 岨a ’：，，・ 輔3
E，帽 亀劃凶 ．． ， 1U ．，． ll 7 ...... 
割 ..’11 u亀． ，．， .... s‘J) ’・・5

5.情報システムの活用

医療情報システムの活用

医鍍情事専分4青からIUJIJ課題へ

I t 錦繍積院加算の制 刊を眼目散のシミュレーシヨンi

シミュレーション結果

医療情報と専門性を活かした病院運営

A ~ 

肝癒による死亡率と標準化死亡比

(I拍2－同蝿’J）..ロ10湾対J

.. A 

肝癌入院患者数

咽lwll闇l四1w
1994 208 
1995 237 

1996 269 

1997 300 

’998 331 ’999 354 
200日 342 
2001 375 

2002 353 

一
d
f
 ，
 

S‘
 

s

，
 平均在院日教のシミュレーション.怠....

.按（'11厩’311'

経営~善係数の推移
t ....... ；、鈴・a民舗の＂~~ι

・8・~，..ゐい

松茸芳・‘陶

•• •• •• ~ I' ~· ・...・ A’，，. .. ... ..，’d ~／／ .. •.r_. ... , ........... , ...・
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医療実改定の影宮（3)

2001.12 

‘”tr-・・sヨE”.. 
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－－ － 

a・・e・1・・”‘ ... 
6.平成14年度の方針と結果

専門性を活かした平成14年度箆策費改定対策（2)専門性を活かした平成14年度箆練費想定対策（1) 

急性期病院へ向けて

組合. 30'6の遺.

（ 

.霊刷Fと刷F＋’Jパピリンの’..適用 H13年抱月

..管理の噂入

梅＠・・8・.... する
t・会a，・平・s・a・
強化・寝．＠・・K，ーからa，き・6

2外純肝.外純1ua11

3 遍It...・備による体制tu

H1df:10ll 

H14J草2月

4 Ii，事欠員繍棄による般急対応と平衡・IllI H15隼10周

s•純手術・”の更厳による，~·の－~化 l H14年・R

対医業収益人件費比率 病床利用率と平均在院回数

a・8輔，．．＆・・.圃n・－・・険胴憤・ － ・周囲圃o•吋邑・躯量.1.lllt'!I

‘日 ・・・・ • a••DA.貧血・ 4奮・・ ，幽酷圃圃圃－ー －，． 
咽 I .・1.

: I -..・...・e・・・－i:
国• I・・ ・ 』a・
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公立八女総合病院のあゆみ目標管理 Hl崎広I!~取畿管沼クラフ（Zタラフ

1 12-rR穆I!;累計I主右岡あがり. t!l~llll益bl！！舗に伸びている
2 司UHlll641!1.’00万円に討し，65健内（1015'）を達成．
3対前年度比で入院思量産I孟30%.舛if.Ill!釜lま07%11111.

1.マスタープランを立てて実行

2 先進~療健穫の早期混入
3.人材教育による積院後能の充実とail健改革
4 •f革委疫による翁院のスリム化
5 開放笠費者床混入による翁t主連銀の強化
6.鋳E置の干自互利用
7・E員団体との結り強い街衡と説得
8.オーダリンク．システムの嫡.と録営管理
9.電子カルテ湯入による鋳険制量能の充実
10.頑張れるス少yフ

（ 

.. 
7.今後の経営課題

8 

今後の経営謀題
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《月例会》

1. 医事紛争案件の説明（佃理事）
2. 会務報告
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私が将来医者になりたいとはっきり考えるようになったのは、中学3年生の冬のことでした。
ある朝、突然腹が痛くなり、 f盲腸Jと診断されました。執刀してくれたのは市内で数十床ほど
の小さな（当時は大病院に見えましたが）外科病院を経営する同級生の父親でした。その威厳あ
る姿に敬服してしまい、 「将来、自分もあのようになれたらどれほど心地よいことか」と思った
のでした。しかし、現実は厳しくそれまで受験勉強というものとはまったく無縁でありま したの
で、私立高校を受けるということすら頭に浮かばず、歩いて 10分の地元の県立高校に通うよう
になりました。生来のずぼらでありますので、家から通えるところという ことで、神戸大学を目
指して 1浪しました。勝算はあるかなというところまで漕ぎつけておりましたが、受験前夜に思
わぬハプニングが起こったのです。もうすでに大学生となっている同級生からの「明日の試験が

んばれよJという夜の竜話で起こされました。ただでさえ神経が高ぶっている受験前夜、それ以
降寝付けなくなってしまい、眠るために酒を飲んだのです。いつもなら酒を飲むとすぐ心地よく

眠りにつけましたが、そのときはなぜかさらに興奮して眠れず、結局2日酔いするまで飲んでし
まったのでした。翌朝の頭痛と精神の動揺はいかんともし難く、あっけなく散りました。 2浪に
なり、 f無理はしなしリと心に堅く決め、岡山大学を受験したのでした。これが人生1つ目の転
機で、あったように思います。大学在学中に光市出身の家内と出会い、卒業と同時に fさよならi
して地元大学に帰ることも頭をよぎりましたが、 「流れに逆らわずにJと思い、国家試験が終わ

った直後に結婚することにしました。これが2つ目の転機です。小児科に入局し、研究者として
やっていこうとの志を立て大学院に進みました。臨床の傍ら、実験をして何度も学会発表して論
文を書き、アメリカにまで留学して実験を続け、帰国してまた定期的に大学に通うという生活を

続けていく中で、自分に研究者としての才能がないことがだんだんわかってきました。 「無理は
しない」という心の噸きに忠実に従い、大学医局をやめて、好きな臨床に徹するべく 4年前に家
内の里、光市にやってきました。これが3つ目の転機です。そしてやはり閉 じく、流れに梓さし
て自然に流れていると、いつの間にか自分の診療所が出来上がっていました。これは、当初、医

者になろうと志した頃には、想像だにしなかった顛末です。これから流れがどこに向かっていく
のか知る由もありませんが、流れに逆らう気持ちは毛頭ありません。
私は子どもの頃、近くの小川｜でよく笹舟を作って競争させていました。どういうわけか流れに
乗ったものは、ものすごく速く、あっという聞に遠くに流れて行ってしまいます。ところが流れ

に乗らなかったものは、いくら私が竹の棒でつついて進ませようとしても、よどみの中でくるく
る回るばかりです。人為的な操作は自然の流れの中では無力であり、流れに乗って流れていくと
快適に遠くに流れいくということを子ども心ながら知っていました。
出身校の明石高校からの同窓会報が来て、三木谷という楽天の社長が同校出身で私より 3学年
後輩、私の妹と同級生であることを知って驚きました。私と同じ道を少し遅れてついてきても、

どこかですさまじい速さの流れに乗ると、あっという問にはるか彼方に流れいくことができるも
のと感心しました。

平成16年11月30日

回

9 
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ホームページだより

ホームページは会員にどんな利益をもたらすだろうかと考えを巡らしました。い
まだ、その存在感すらあやふやなのに倣岸不遜な考えは童／マ京知の上です。それ
が必要かどうかは別にして、ちし利用するとすればどのようないいことがあるか
・・・。伺か意見がある時にメールで言える。これは会員以外にち聞かれていると
ころが昧噌ですね。それから、概略が知りたい時に大体の情報が詰めてある。例
えば理事会の内容が随時掲載してある。医師会名簿や理事の面々がリアルタイム
に参照できる。休日当番など、変更があればその都度訂正してある。そういう意
味で情報収拾に使える。などなど、・・・・、でも、 一番のメリットは会員の憲男交
換の揚となることなんですが、今のところあまりそのように使われていないのは
残怠至極です。伺かあれば何でも発言してください。メールでも電話でも、医師
会事務胃でも結構です。よろしくお願いします。

山口県光市佃医院
佃邦夫

緑友会〈遠征）成績表

平成16年11月14日日曜日 天候雨、くもり

NAME OUT GROSS HD.GP NET RANK 

藤村 45 90 10 80 5位

盗玄 41 83 5 78 4位

理訪 49 99 9 90 7位

守田 46 91 15 76 3位

南 53 108 23 85 BB 

枇榔 48 97 23 74 2位

兼溝（照） 45 83 1 t 72 .闘

久保田 58 109 OS 

兼清（芙） St 97 OS 

次回HG：兼清→8

NP I BG 
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連絡事項

受付
発送番号 通達文・~

月 日

1 1 1 緩和ク7~量進会‘ ’51固山口市在宅緩和ケア市民公開務疫の開催について
山医発491 新潟県中越地震災害救援義援金に望書念呼び掛けに

山医発492 続潟県中.地震の被災者に貴重する医療救復活動等への参加について

2 山医宛499 妊娠4か月（1 2週）未満の中絶胎児の取り扱いに関する篇査結果について

山医発502 山口県数急医療施設運営資等補助金交付要綱の一審E改疋について

山医発497 平成16年度及び11年度医療関係路It型車備事業における医療貸付事業の磁資対象者に対する個別福良資相

後会の開催について

山医発500 新潟県等における急性脳炎の発生について

山口県医師会 労S事担当理事協自民会の中止について

山口県医師会 「国民皆保険制度を守る山口県民集会jのポスターについて

日本医師会 広報活動用ピデオ送付の件

4 医務698 医画面臨床研修指導医養成総習会

山医発505 国民皆保険制度を守る山口県民集会の動員数並びに署名運動の割り当て量生について

山口県医師会 はり郷、きゅう師及びあんま・マッサージ・指定締の施衡に係る療養費の支給の留意事項毒事について

8 事務連絡 平成16年山口県医郎会健康スポーツ医学築地研修会出席者名簿の送付について

山医発51 2 山口県医師会産業医研修会 山口県医郎会産業医際会総会の鱒僚について

山口県医自師会 経ロ妊娠中絶薬による健康俊害事例の収集について

山医発493 ~－文の送付について

山医連発l1 j§島..隊司島員を囲む昼食会の開催について

山医発510 医療繊闘におけるプリオン病（クロイツフェルト・ヤコプ病を含む）感豊島防11:対策の推進について

山医発508 盲・聾・事II重学校におけるたんの吸引等の取り扱いについて

9 山医発51 5 今冬のインフルエンザ総合対策の推進について（通知）

山医五発62 災害見舞金の助成について

山医発518 平成16年の医師の届出及ぴ調査について

事君臨連絡 "9 0回山口県医師会生涯研修セミナーの出席者名簿・.加鉦送付について

山医発51 6 結.予防法のー穏を改正する法律等の施行について｛通知｝

1 0 総研54 平成16年度 f日本医師会医療安全錐進者要苦情謙虚j章生材及び『医療安全Q&Al的』の販売について

周健81 5 費量病割，，.会の開催について

光市社会福祉・2属会 第9回事＂＊ r福祉チャリティーゴルフ大会J包島貨のお干し
I 1 山口県医師会 「新潟県中盤地震災害警について』等の送付について

山医発51 1 郡市医師会長会後の開催について

山口県医師会 新潟県中高富地震による後容に衡する診療報酬の精求等の取り緩いについて

（ 山田E発505 映雇iirジョンQJ鑑賞会について

日医発85 7 署名選動の続行について

1 3 事務連絡 山口県互助会グループ保険加入通知書の送付について

事a連絡 DVD f今から始める喫短紡止数脊』の送付について

1 5 山医発5l 9 平成16年度第3調書分生命保険団体事務費の配分

1 6 山医発530 山口県医師会及び日本医高官会の会員数調査について

山医発532 統インフルエンザウイルス薬の供給等について

山口県医師会 検釜料の点数の取り緩いについて

1 8 日本医師会 里子中得常任理事刷E盛般脊拠点鎗点J出演の件

山自主発533 平成16年度社会保険医療鍾当者（医科）の集団指導実施について

22 山医発528 子ども予防接種週間の実絡について

山医発538 医師臨床研修受補助事業の実絡について

24 医義10057 救急病院の取り消しについて

医務10058 主主急病院の.定について

医務14-8 山口県救急医像情報システムの遼用状況 月報（平成16年10月）について

25 山医発54 1 乳児健康診ヨt.妊産婦鍵康診ヨE等に係る参考iii絡について

山医発539 f医療機関倹』発行のガイドラインについて

事務連絡 予防鎌種研究会・平成16年度山口県医飾会学校庭研修会の出席者名簿の送付について

山医書~5 4 6 インフルエンサHAヲクチンの供給状況について

29 山医発542 平成16年度乳幼児保健総省会の開催について

山医発543 社団法人山口県医師会医師等無料職業紹介所の叡立について

30 山青少会21 平成16年度貨助会費納入のご案内 11 
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新聞紙上に病医院の名前が掲載されることが多くなりました。情報公開とし、うものでしょうか。年間の

手術数なども掲載されます。病院統合を謀っているので、すね。混合診療も過すつもりでしょう。医療費

を抑えようというつもりなのですね。またレセプト返戻が増え、いらいらする毎日が続きますね。医者を

潰そうとしうつもりなのですね・・・。我々は、いつまで唯々諾々とノンポリを通すつもりなのでしょうか？

病医院経営に企業が参入？厳しい、昔は・・・と言っている時ではありません。実際貧しい人が増えて

います。治安もどうなることやら・・・我々医療スタッフ全体のイノベーションが急務で、は？

発行所光医師会
TEL(0833) 72-2234 
平成16年12月10日
河村康明
広報担当
光市光井一丁目15番20号
中村印制株式会社

発行日
発行者
編集者
印刷所
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